
(1) 担当支部： 岐阜支部 8016
分水嶺区分 2004年 3月 14日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
白木　貞次 5437
佐藤　正雄 7498
高木　基揚 8016
藤田　純江 11338

計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 （点名）山中峠
分水嶺到達点W064 〃 B-4
W066 床辺山 B-4
W067 烏帽子岳 B-4
W068 那留分岐

分水嶺離別点 白尾分岐 B-4
歩行終了点 寒水集落奥の神社 B-4

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

山中峠 ４ 不明
床辺山 ４ 不明
奥住 ２ 不明

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

山中峠までのアプローチは、めいほうスキー場として大々的に開発されている。４人乗りゴンドラを一度乗り継いで、（点名）山中峠

白尾分岐から寒水集落奥の神社までの、寒水川沿いの林道は、ほぼ地図のとおり。

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

出発
時刻

野村　百合子
今峰　正利

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

13491井手 尚子
11533

近くの標高1570ｍの分水嶺まで苦労せず行くことができる。

6時間45分総歩行時間（休憩時間を除く）：

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　別紙参照

今回踏査した分水嶺にある３箇所の三角点はすべて雪の中にあり（積雪１ｍ以上）、GPSでの計測はできなかった。

く、歩行は困難である。
今回踏査した分水嶺全域は、ブナ、ミズナラの疎林で、チシマザサが密生しており、無雪期は烏帽子岳周辺の一部を除いて道がな

不明
不明

特記事項

E137°00′54″、N35°57′06″（点の記より）
E137°00′12″、N35°56′38″（点の記より）
E136°59′53″、N35°56′02″（点の記より）

保存
状況

不明

事務局整理記入欄 岐阜－2
快晴

13021

12744
10名

11799

丹羽 邦夫
11707堀　　義博

会員番号：高木基揚
(3)山行日：W064山中峠～W068那留分岐～白尾分岐

藤井　法道

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名 秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

前：めいほうスキー場～（リフト）～（点名）山中峠、　　後：白尾分岐～那留分岐～1305m点～寒水集落奥の神社
（点名）山中峠～床辺山～烏帽子岳～那留分岐～白尾分岐

経度E



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分水嶺稜線を行く。積雪１ｍ以上。ブナ、ミズナラの疎林が続き、チシマザサが少々頭を出している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　庄辺山から烏帽子岳への分水嶺稜線の様子


